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Subaru/XMM-Newton Deep Survey (SXDS) は、国立天文台「すばる望遠鏡」と European Space Agency
(ESA)の X線天文学衛星”X-ray Multi-Mirror Observatory (XMM)-Newton” を使い、それぞれの観測装置；「す
ばる望遠鏡」の Suprime-Cam および FOCAS、と XMM衛星の European Photon Counting Imaging Camera
(EPIC)およびOptical Monitor (OM)、の性能を最大限に活用し、今までにない暗い天体の分光・撮像を約１平
方度という広領域について行う大計画である。SXDSにより得られるデータは、太陽系外周部の天体（カイパー
ベルト天体）から天の川銀河中およびそのハローにある天体、系外銀河、そして宇宙の果てにあるクエーサー等
を含めた統計的天文学研究に必要なサンプルを提供する。
サーベイ計画初年度は２０００年８月中に約２２０ ksec（最終観測予定４００ ksec）の XMM観測を終え、

Suprime-Camによりサーベイ領域をRバンドおよび i’バンドで撮像（一部領域ではさらに BバンドおよびVバ
ンドの撮像）し、FOCASによるマルチスリット多天体分光試験観測を行った。本学会では、これらの観測から
得られた初期成果を報告すると共にサーベイ計画の進捗状況と今後の計画を紹介する。


